
図３　コールドスタートからの時間と加工寸法の関係（ＧＥ４ｉ）
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本
機
に
は
安
全
性
向
上
の

た
め
、
停
電
時
に
砥
石
と
工

作
物
を
離
間
さ
せ
る
機
能
を

搭
載
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
手
動
操
作
時
の
誤

操
作
を
防
止
す
る
機
能
と
し

て
、
テ
ィ
ー
チ
ン
グ
作
業
時

に
Ｃ
Ｎ
Ｃ
画
面
に
送
り
方
向

を
表
示
さ
せ
る
機
能
を
追
加

し
た
。
数
値
制
御

Ｎ
Ｃ

軸
の
移
動
中
は
移
動
方
向
に

合
わ
せ
て
矢
印
が
カ
ラ
ー
表

示
さ
れ
る
た
め
、
誤
操
作
を

防
止
で
き
る
。

　
さ
ら
に
、
機
械
の
フ
ル
カ

バ
ー
仕
様
も
準
備
し
、
安
全

性
だ
け
で
な
く
、
ミ
ス
ト
飛

散
防
止
に
よ
る
環
境
へ
の
配

慮
も
実
施
し
た
。

　
ま
た
、
フ
ル
カ
バ
ー
仕
様

で
の
機
械
前
面
扉
は
心
間
５

０
０

仕
様
で
１
４
８
０

と
い
う
広
い
開
口
部
を

設
け
、
段
取
り
作
業
性
を
確

保
し
た
。
カ
バ
ー
の
高
さ
も

１
４
９
０

に
抑
え
て
、

機
械
全
体
を
見
わ
た
せ
る
高

さ
と
し
、
採
光
に
配
慮
し
た

天
窓
を
配
置
す
る
こ
と
で
視

認
性
を
向
上
さ
せ
た
。

　
顧
客
の
ニ
ー
ズ
は
常
に
変

化
し
続
け
て
い
る
。
今
後
も

多
様
な
ニ
ー
ズ
を
敏
感
に
察

知
し
、
商
品
の
付
加
価
値
を

高
め
る
提
案
を
し
て
い
く
こ

と
に
よ
り
、
顧
客
へ
の
貢
献

を
し
て
い
き
た
い
。

　
寸
法
精
度
を
安
定
さ
せ
る

た
め
に
は
機
械
の
熱
変
位
の

要
因
で
あ
る
設
置
場
所
の
室

温
変
化
、
研
削
時
の
加
工

熱
、
モ
ー
タ
ー
・
ポ
ン
プ
な

ど
機
械
自
体
の
発
熱
の
対
策

を
す
る
必
要
が
あ
る
。

　
設
置
場
所
の
室
温
変
化
に

対
す
る
従
来
対
策
は
、
ベ
ッ

ド
の
質
量
を
増
や
し
熱
容
量

を
上
げ
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
れ
に
対
し
、
Ｇ
Ｅ
４
ｉ
で

は
Ｃ
Ａ
Ｅ
解
析
と
実
機
の
室

温
変
化
に
対
す
る
温
度
分
布

を
照
合
し
な
が
ら
、
ベ
ッ
ド

形
状
、
リ
ブ
の
配
置
に
工
夫

を
凝
ら
す
こ
と
で
歪
み
を
最

小
限
に
抑
え
た

図
２

前

ペ
ー
ジ
参
照

。
ま
た
、
ベ

ッ
ド
の
ね
じ
れ
に
つ
い
て
も

左
右
対
称
形
状
と
す
る
こ
と

で
最
小
限
に
抑
え
た
。

　
研
削
時
の
加
工
熱
に
つ
い

て
は
、
砥
石
台
と
テ
ー
ブ
ル

間
の
ク
ー
ラ
ン
ト
経
路
で
あ

る
ベ
ッ
ド
上
に
加
工
熱
が
伝

わ
り
、
砥
石
台
と
テ
ー
ブ
ル

の
相
対
位
置
が
変
化
す
る
こ

と
が
問
題
で
あ
っ
た
。
Ｇ
Ｅ

４
ｉ
は
Ｃ
Ａ
Ｅ
解
析
を
用
い

て
、
熱
の
影
響
を
受
け
に
く

い
ク
ー
ラ
ン
ト
経
路
を
実
現

し
、
砥
石
台
と
テ
ー
ブ
ル
の

相
対
位
置
の
変
化
を
減
少
さ

せ
た
。
さ
ら
に
、
ク
ー
ラ
ン

ト
経
路
に
ア
イ
ソ
レ
ー
シ
ョ

ン
カ
バ
ー
を
採
用
し
、
ベ
ッ

ド
と
の
間
に
空
気
層
を
つ
く

り
、
熱
影
響
を
低
減
さ
せ

た
。
以
上
の
取
り
組
み
に
よ

り
、
Ｇ
Ｅ
４
ｉ
の
寸
法
変
化

は
従
来
機
に
対
し
て

％
減

少
し
た
。

　
機
械
自
体
の
発
熱
は
、
熱

源
と
な
る
砥
石
軸
受
油
タ
ン

ク
を
搭
載
し
て
い
る
砥
石
台

の
放
熱
特
性
を
高
め
る
こ
と

で
、
軸
受
油
の
温
度
上
昇
を

低
減
し
、
Ｇ
Ｅ
４
ｉ
の
砥
石

台
変
形
量
を
従
来
機
に
対

し
、

％
減
少
し
た
。

　
さ
ら
な
る
高
精
度
を
実
現

す
る
た
め
に
、
リ
ニ
ア
ス
ケ

ー
ル
や
工
作
物
と
砥
石
台
の

相
対
距
離
を
管
理
す
る
接
触

式
セ
ン
サ
ー
を
採
用
し
、
工

作
物
と
砥
石
台
の
位
置
決
め

精
度
が
向
上
し
た
。
ま
た
、

こ
の
接
触
式
セ
ン
サ
ー
の
採

用
に
よ
り
、
暖
機
運
転
時
間

の
短
縮
も
可
能
と
な
っ
た
。

　
当
社
で
は
前
述
の
対
策
効

果
を
検
証
す
る
た
め
、
顧
客

の
工
場
環
境
を
再
現
す
る

「
大
型
環
境
試
験
室
」
を
設

置
し
て
い
る
。
実
機
を
大
型

環
境
試
験
室
に
入
れ
、
室
温

を
変
化
さ
せ
な
が
ら
加
工
す

る
こ
と
で
、
加
工
結
果
と
熱

歪
み
を
確
認
し
、
さ
ら
な
る

改
良
を
す
る
こ
と
で
完
成
度

を
上
げ
た
。

　
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
成

果
を
図
３
に
示
す
。
こ
れ

は
、
直
径

の
円
筒
工

作
物
を
コ
ー
ル
ド
ス
タ
ー
ト

か
ら

分
ご
と
に
加
工
全
８

時
間
実
施
し
、
寸
法
変
化
を

評
価
し
た
も
の
で
あ
る
。
寸

法
変
化
は
最
大
直
径
６

で
あ
り
、
始
業
時
や
長
時
間

停
止
後
の
作
業
再
開
時
寸
法

変
化
を
改
善
す
る
こ
と
が
で

き
る
。

　　　　　
円
筒
度
向
上
の
た
め
に
は

送
り
の
真
直
性
を
よ
く
す
る

必
要
が
あ
る
。
送
り
ネ
ジ
径

を
大
き
く
す
る
こ
と
に
よ
り

剛
性
を
高
め
、
送
り
ネ
ジ
の

「
振
れ
」
を
吸
収
す
る
「
フ

ロ
ー
テ
ィ
ン
グ
プ
レ
ー
ト
」

を
取
り
付
け
る
こ
と
に
よ

り
、
テ
ー
ブ
ル
の
蛇
行
を
少

な
く
す
る
こ
と
で
真
直
性
が

従
来
の
３
分
の
１
と
な
り
、

工
作
物
の
円
筒
度
が
向
上
し

た
。
さ
ら
に
入
念
な

き
さ

げ
加
工
を
実
施
し
摺
動
面

し
ゅ
う
ど
う

の
摩
耗
を
防
ぐ
こ
と
で
、
信

頼
性
を
向
上
し
た
。

　
工
作
物
の
表
面
品
位
・
真

円
度
を
向
上
さ
せ
る
た
め

に
、
Ｇ
Ｅ
４
ｉ
で
は
ペ
ー
パ

ー
フ
ィ
ル
タ
ー
に
代
わ
る
画

期
的
な
自
社
開
発
の
高
清
浄

度
ク
ー
ラ
ン
ト
装
置
を
採
用

し
た

写
真
２

。

　
従
来
の
高
清
浄
度
ク
ー
ラ

ン
ト
装
置
で
は
、
最
終
の
３

次
濾
過
装
置
と
し
て
ペ
ー
パ

ー
フ
ィ
ル
タ
ー
を
使
用
す
る

の
が
一
般
的
で
あ
る
。
開
発

し
た
高
清
浄
度
ク
ー
ラ
ン
ト

装
置
は
、
１
次
濾
過
に
新
開

発
マ
グ
ネ
ッ
ト
セ
パ
レ
ー
タ

ー
、
２
次
濾
過
に
新
開
発
サ

イ
ク
ロ
ン
装
置
で
構
成
さ
れ

て
お
り
、
３
次
濾
過
を
使
用

せ
ず
５

１

当
た
り
５

と
い
う
高
清
浄
度
を

達
成
す
る
。
新
開
発
マ
グ
ネ

ッ
ト
セ
パ
レ
ー
タ
ー
は
磁
石

配
列
の
最
適
化
を
行
い

の
微
細
な
切
り
く
ず
が

％
捕
集
可
能
と
な
っ
た
。
ま

た
、
新
開
発
サ
イ
ク
ロ
ン
で

は
低
い
流
入
圧
力
で
よ
り
大

き
い
遠
心
力
を
発
生
で
き
る

よ
う
形
状
の
最
適
化
を
行

い
、
マ
グ
ネ
ッ
ト
セ
パ
レ
ー

タ
ー
で
は
捕
集
困
難
な
極
微

細
な
切
り
く
ず

５

―

の
捕
集
と
非
磁
性
体

砥
粒

の
捕
集
を
行
う
。

と
り
ゅ
う

ま
た
、
サ
イ
ク
ロ
ン
方
式
は

ペ
ー
パ
ー
フ
ィ
ル
タ
ー
の
よ

う
な
廃
棄
物
の
発
生
が
な

く
、
環
境
に
も
配
慮
し
て
い

る
。

　
表
面
品
位
に
影
響
す
る
ス

ク
ラ
ッ
チ
の
要
因
の
一
つ

に
、
ク
ー
ラ
ン
ト
中
の
残
留

砥
粒
が
あ
る
が
、
微
細
な
残

留
砥
粒
も
捕
集
可
能
な
た
め

ス
ク
ラ
ッ
チ
の
発
生
を
抑
え

る
こ
と
が
で
き
る
。

　
さ
ら
に
砥
石
の
目
詰
ま
り

も
抑
え
る
こ
と
が
で
き
、
真

円
度
を
長
期
に
わ
た
り
安
定

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。

　
ま
た
、
開
発
し
た
高
清
浄

度
ク
ー
ラ
ン
ト
装
置
の
自
社

部
品
製
造
ラ
イ
ン
評
価
で
は

工
作
物
へ
の
異
物
付
着
が
大

幅
に
改
善
さ
れ
、
洗
浄
工
程

を
削
減
で
き
る
ほ
ど
の
結
果

を
得
て
い
る
。

　
製
品
の
品
質
の
み
な
ら
ず

設
備
面
で
も
優
れ
た
面
を
も

つ
高
清
浄
度
ク
ー
ラ
ン
ト
装

置
で
は
、
ク
リ
ー
ン
タ
ン
ク

内
に
切
り
く
ず
が
堆
積
し
に

く
い
。
堆
積
の
抑
制
は
バ
ク

テ
リ
ア
の
繁
殖
を
抑
え
、
ク

ー
ラ
ン
ト
液
の
腐
敗
を
防
止

で
き
る
た
め
、
更
液
周
期
の

延
長
が
で
き
る
。

　
自
社
部
品
製
造
ラ
イ
ン
で

の
評
価
で
は
更
液
周
期
が
従

来
の
４
倍
で
あ
る

カ
月
に

延
長
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
さ
ら
に
、
高
清
浄
度
の
ク

ー
ラ
ン
ト
液
が
マ
シ
ン
内
を

循
環
す
る
た
め
、
汚
れ
の
発

生
を
抑
制
で
き
、
設
備
消
耗

品
の
寿
命
延
長
に
も
寄
与
す

る
こ
と
が
で
き
る
。


